
1

　一・一一一一・一一一Aewac・一一・1
静主暴なux記w＄Ptwwny．　　　　　　　　　　i

　一顯騨苦闘躍脚闘一　一一’一’一’一

高齢者センターの運動会で

　6月14日お茶の水幼稚園の園児
が手作りのお艦かつぎ「元気」1

をプレゼントしました。
　　　　　　　　　　　　　　　　」
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ウエストミンスター市立学校生徒との交流

　千代田区では、区立中学校生徒海外交流教育として、

‡署：曇議；謬二の中靴の相互派遣に＼。曇；㍉

学生の学校に通い、授業や部活動などに参加しました。　　　　　　．　　．、．、．　・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　灘　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　mama。．　　　　　ぷ＿＿二二晒魚も烈　また、鎌倉や浅草などを訪れ、日本の歴史や文化に触れた

り、千代田区の中学生とともに英国大使館を訪問し日英の

歴史について学んだりし、有意義な9日間を過ごしました。

　平成7年度から始まったこの交流も回を重ねるごとに

一層の内容の充実が図られてきました。両都市の中学生が、

言葉や文化、考え方などの違いと共通点について理解を

深め、将来国際社会で活躍できる力を付けてほしいと期待

します。

　9日間にわたる長い期間、英国の生徒を温かく迎えお世

話くださいましたホストファミリーの皆様に感謝を申し上

げます。

鎌倉大仏前にて

i！．””t　　』
’ 蓑瞭蕊鼻、sx

　　　　英国大使館に向かう路上で

　　　☆滞在中のウエストミジスター市立学校生徒の活動☆

5月31日（火）　　　　　　午後来日

6月1El（水）　　　　　学校生活、琴・茶道体験（九段中にて）

2日（木）

3日（金）

4日（土）・5日（日）

6日（月）

7日（火）

8日（水）

学校生活、歓迎レセプション参加

校外学習（鎌倉）

ホストファミリーとの家庭生活

校外学習（お台場・浅草方面）

英国大使館訪問、学校生活

帰国

　　　一　　　　ホストファミリー保護脅かちの感想

●家族全員で英国の生徒を囲み、十分楽しみました。地震が起きたとき、彼は怖がりましたが、地震が

　きっかけとなり彼と家族とが和みました。

●鎌倉や浅草での買い物を大変喜んでいました。日本の規則について理解ができないようで、説明するの

　が大変でした。

●土日には家族で箱根に］泊旅行をしました。英国の生徒は、大きなお風呂を「プールみたい。」と、大変

　喜んでいました。

●昨年秋からE一メールを交わしていて、万全の構えで迎えたつもりでしたが、日本と英国のホストファミリ

　ーの温度差の違いにとまどいました。

●英国の生徒はベジタリアンで、日本の料理は、調味料も含めて一切食べられず、大変苦労しました。

●外国からのお客さんが来てくれたおかげで、初めて東京タワーに登りました。日本のものは日本人が

　一番知らないと実感しました。

●言葉は通じなくても、身振りで通じました。
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ら
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、
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▲真っ赤癒桑の実…庭園憂瀦贈り物を
　大喜びで受け止める子どもたち　　　　麹町幼稚園
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殿成1ア⌒需　親子で錦華公園をきれいに
　しました。　　　　　　　　　　　お茶の水幼稚園
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c

▲お誕生会給食　6月20日（月）誕生月の子が集まって
　お祝いをしました。　　　　　　　　　九段小学校

毒

▲ゼニザ箏習籔蟹肱ぱ月22日（水）警視庁職員の芳よ判

　犯罪から身を守る方法を習いました。　　千代田小学校
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▲1第イ学年移動教室「噴煙を遷げる浅間山を背景に　　；：

　山麓を巡る」　　　　　　　　　　　　麹町中学校　　、
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長い夏休みは本に親しむよい機会1
家族や友達と一緒に図書館に行ってみませんか

千代田図書館ホームページアドレス

二httpl／／www．library．Chiy◎da．tokyo．jp／
＄　　　　　　　　　　　　　　咋，　　　　　　一　　　／　、　　　　　　　　　　㌔　　　　　，　t，

1
｛
喜

ザ←耐訂喧龍図自籍鑑譲　　　　　所在地千代田区九段南1－6－11　　　　　　TEL（5211）4289・4290（9　00～17：00）　　　　　　TEL（5211）4330　　　　　（17：00～1900）

開館時間
月～土曜日　　　　　　午前9時～午後7時

睦
楡
、
O
さ
廷
萎
亡
弍
　
荘
、
木
必
　
〔
ぺ

日曜日・祝日・12／29、30日　午前9時～午後5時
§’

；休館日
第4日曜日　　　特別整理期間
12月31日、1月1日～3日

　　　　　　〉耳〆曇緯臨週璽臨祝鼻も午衛瞭、懲寵㌔離曇＿．、

ge
野 僻四番田P図遣書館ee

元

所在地千代田区四番町1

　　　　TEL（3239）6357
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月～土曜日　　　　　　午前9時～午後7時
開館時間

日曜日・祝日・12／29、30日　午前9時～午後5時

休館日
第1日曜日　　特別整理期間
12月31日、1月1日～3日

｜

輪※7・8月は㌧←醜日二祝日も午後7時まる開露澤葺ゴ倉物 ス

萄・

開館時

休館

4”e」 暑”e

．望まちかど図書館で特別整理を行う場合は別にお知らせします。　」

璽≠

し

竺｝閲：i叢翻劃翻藍ヨ・
≠　　悟→つttぢ

　　　｛

　　　§

所在地　千代田区神田司町2－16

　　　　TEL（3256）6061（代表）

ワ　
開館時間

日曜日～土曜日：午前9時～午後8時

12月29日、30日：午前9時～午後5時

休館日 第3日曜日、12月31日、1月1日～3日
口

※まちかど図書館で特別整理を行う場合は別にお知ら緬Cまずτ’蟻

千代田図書館と四番町図書館では、図書館子どもまつりの一環として夏休み宿題相談をおこないます。

読書感想文の書き方や自由研究の材料探しの相談に応じます。

日　時　　7月21日（木）～8月31日（水）　午前9時～午後5時（休館日を除く）

干代田図書館夏休み宿題相談コーナー ”・一一一一 干代田図書館児重コーナー

PSIell”IM

▲図書館専門員が、夏休みの宿題のお手伝いをします。 ▲児童のみなさんが一年中利用できるコーナーです。

　絵本もたくさん用意してあります。

4



～
十
五
日
の
三
日

間
の
中
、
十
年
ぶ

教
室

に
行
き
ま
し
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中
で
、
箱
根
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生
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園
の
施
設
が
新
し
く
な
っ
た

り
、
自
然
の
木
の
実
や
枝
等
を
使
っ
た
創
作

活
動
や
箱
根
の
自
然
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リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ

が
で

き
る
町
立
の
森
の
ふ
れ
あ
い
館
が
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き

て
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た
り
、
大
涌
谷
の
火
山
博
物
館
が
閉
館

に
な
っ
て
い
た
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と
、
驚
き
の
連
続
で
し
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。
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て
、
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目
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。
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、
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『
俳
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力
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し
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。
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介
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踏
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史
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と
ち
ぎ
　
　
　
し
よ
う

　
　
　
　
栃
木
　
　
梢

杉
並
木
　
初
夏
の
光
が

石
畳
　
緑
が
光
る

照

ら
し
出
す

や

ま
ぐ
ち
　
　
た
つ
や

山
口
　
竜
矢

　夏
　の
有う道
意い

留・

村1

い
泉‡

『創造性と

　　　継続の力』

　一箱根移動教室日記一

千代田区立麹町小学校長

　　小　林　勇　司

逗
這

ミ
修

杉
並
木

そ
よ
風
や

木
の
ト
ン
ネ
ル
か
ら
　
鳥
の
声

　
　
　
　
　
　
ま
つ
し
た
　
　
こ
な
つ

　
　
　
　
　
　
松
下
　
小
夏

吹
け
ば
喜
ぶ
　
杉
並
木

　
　
　
　
　
せ
　
お
　
　
　
な
な
え

　
　
　
　
　
瀬
尾
　
奈
苗

時
を
経
て
今
も
聞
こ
え
る
ホ
ー
ホ
ケ
キ
ョ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
ず
ま
　
　
　
　
ま
　
や

　
　
　
　
　
　
　
　
　

東
　
　
茉
弥

杉
並
木

石
畳

木
々
か
ら
落
ち
る
　
梅
雨
の
水

　
　
　
　
　
　
さ
か
い
　
　
　
　
　
れ
い

　
　
　
　
　

　
酒
井
　
　
嶺

梅
雨
だ

と
気
づ
き
　
苔
は
や
す

　
　
　
　
　
　
　
　
も
り
お
か
　
　
み
ず
き

　
　
　
　
　
　

守
岡
　
瑞
記

　
私
に
は
、
ど
の
作
品
も
秀
作
ぞ
ろ
い
と
感

じ
て
し
ま
い
ま
し
た
o
特
に
、
子
ど
も
の
発

想
と
し
て
、
杉
並
木
と
石
畳
に
対
す
る
言
葉

の

創
意
工
夫
を
感
じ
ま
し
た
o
ま
た
、
杉
並

木
や
石
畳
と
い
う
言
葉
を
使
わ
ず
に
、
そ
の

情

感
を
伝
え
よ
う
と
し
た
努
力
に
も
感
心
し

ま
し
た
。
六
年
生
と
し
て
の
成
長
と
感
性
の

豊
か

さ
を
感
じ
ま
し
た
。

　

も
う
l
つ
感
動
し
た
こ
と
は
、
継
続
の

力
で
す
。
本
区
は
、
四
年
生
か
ら
保
田
臨

海
学
園
・
五
年
生
の
春
と
秋
の
嬬
恋
自
然

体
験
交
流
教

室
・
六
年
生
の
箱
根
移
動
教

室

と
宿
泊
の
体
験
が
四
回
あ
り
ま
す
。
こ

の

集
大
成
が
箱
根
で
す
。
子
ど
も
た
ち
は
、

宿
舎
で
の
生
活
に
つ
い
て
は
、
食
事
や
部

屋

の

整

理
・
整
頓
・
消
灯
や
起
床
に
つ
い

て

も
結
構
整
然
と
行
っ
て
い
ま
し
た
。
こ

れ

に
つ
い
て
は
、
担
任
を
中
心
と
し
た
指

導
と
四
年
生
か
ら
の
継
続
し
た
経
験
の
中

で

育
ま
れ
た
教
育
の
成
果
だ
と
感
じ
ま
し

た
。
箱
根
と
い
う
素
晴
ら
し
い
自
然
と
曲
豆

富
な
歴
史
の
地
で
学
ん
だ
こ
と
を
、
子
ど

も
た
ち
が
こ
れ
か
ら
の
人
生
の
中
で
生
か

し
て
v
れ
た
ら
と
思
い
ま
し
た
。

f　　　　　　　’
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箱根の杉並木にて

　
　
ば
、
　
　
　
、
　
三

圭
－
蒙
誤
∵

　
千

代
田
区
教
育
広
報
誌
「
か
け
は
し
」
で

は
、
皆
様
か
ら
の
声
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

ご

意
見
・
ご
感
想
・
ご
要
望
等
を
お
寄
せ
く

だ
さ
い
。

　
次
号
か
け
は
し
は
、
9
月
発
行
予
定
で
す
。
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広
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」
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